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一部は，例えば Wilson (1967)や Diener et al (1984)によ
ってレビューされている。 
 主観的幸福感は年齢によって異なることが知られる。









































































を対象に 2016 年 10 月から 11 月にかけて質問紙を配布
し，184 名から有効回答を得た（有効回答率 90.6%）。内
訳は 1 年生 64 名（男性 37 名，女性 26 名，不明 1 名），
2 年生 65 名（男性 41 名，女性 24 名），3 年生 55 名（男






感，人生に対する失望感のなさの 4 因子を想定する各 3







する各 5 項目の全 15 項目から構成された。回答は，全
く当てはまらない(1)，あてはまらない(2)，ややあてはま
らない(3)，ややあてはまる(4)，あてはまる(5)，非常にあ






承認を受けた（No. 2016-17）。分析には PASW Statistics 









出が確認されているが（岡田, 1995; 岡田, 1999），両尺
度に対して因子分析（重み付けのない最小二乗法，プロ
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Cronbach の α 係 数 は ， 第 1 因 子 か ら 順 に α 
= .84，.77，.68 とある程度に高い値が示されて内的整合
性が確認された。第 1 因子から第 3 因子を構成する項目
は伊藤ら(2003)とほぼ共通していたため第 1 因子は「人






















繰り返した。その結果を表 2 に示す。各因子の Cronbach













































時分析を行った（図 1）。その結果，適合度は GFI = .992, 










表 1  主観的幸福感尺度の因子分析の結果 
 
 
表 2 友人関係尺度の因子分析の結果 
 
 










項目 1 2 3 4 M SD
3 ここ数年やってきたことを全体的に見て，
あなたはどの程度幸せを感じていますか
.916 .030 -.106 -.002 2.89 0.79
2 過去と比較して，現在の生活は .868 -.024 -.087 .022 3.02 0.83
1 あなたは人生が面白いと思いますか .516 .155 .281 -.049 2.69 0.90
4 ものごとが思ったように進まない場合でも，あなたはその状況
に適切に対処できると思いますか
.075 .715 -.115 .029 2.74 0.80




-.104 .667 .097 -.029 2.39 0.91
6 今の調子でやっていけば，これから起きることにも対応できる
自信がありますか
-.083 .587 .239 .140 2.21 0.89
10 自分の人生は退屈だとか面白くないと感じていますか .269 -.211 .681 .007 2.38 1.01
11 将来のことが心配ですか -.192 .043 .669 -.094 1.70 0.84
12 自分の人生には意味がないと感じていますか .150 .088 .532 .061 2.71 0.99
7 期待通りの生活水準や社会的地位を手に入れたと思いますか .009 -.024 -.069 1.022 2.37 0.86
因子間相関 1 2 3 4
2 .414 ― ― ―
3 .635 .517 ― ―
4 .441 .290 .310 ―
注：q10, 11, 12は逆転項目。　q8“これまでどの程度成功したり出世したと感じていますか”は除外。
項目 1 2 3 M SD
2 友達の考えていることに気をつかう .687 -.153 .062 4.42 1.09
7 仲間関係の中で互いに傷つけないよう気をつかう .659 -.009 -.020 4.29 1.22
10 友達との約束は決して破らない .572 -.050 -.054 4.62 1.15
9 友達とは，あたりさわりない会話が中心だ .551 -.177 -.012 3.97 1.25
14 仲間から「つまらない人間」と思われないように気をつける .521 -.040 .055 3.67 1.64
3 仲間のためにならないことは決してしない .488 .076 .005 3.82 1.31
8 自分を犠牲にしても友達につくす .487 .289 -.121 3.62 1.45
1 友達と真剣な議論をする .438 .068 .120 3.67 1.45
4 友達に心を打ち明ける -.019 .840 -.017 3.69 1.58
15 友達に悩みごとを相談する .086 .753 -.009 3.49 1.57
13 1人の友達と特別親しくするよりはグループで仲良くする .033 .499 .166 3.59 1.49
6 友達関係は浅い付き合いにとどめる .251 -.462 .007 3.32 1.39
11 友達に冗談を言って笑わせる -.030 -.012 1.013 4.13 1.41
5 ウケるようなことをする .057 .060 .626 3.71 1.55
因子間相関 1 2 3
2 .530 ― ―
3 .290 .308 ―
注：q6は逆転項目。q12“仲間と一緒にいることが多い”は除外。
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図 1 友人関係が主観的幸福感に及ぼす影響に関する多母集団同時分析の結果 
 
 
人生に対する前向きな気持ち 3.05 (0.79) .11 .27 * .16
自信　2.63 (0.58) .41 *** .08 .05
人生に対する失望感のなさ　2.33 (0.79) -.11 .12 .02
成果の認知　2.31 (0.81) -.07 .09 -.09
人生に対する前向きな気持ち 2.68 (0.71) .31 * .49 *** .07
自信　2.51 (0.67) .34 ** .25 * .12
人生に対する失望感のなさ　2.25 (0.73) .22 .33 ** .13
成果の認知　2.45 (0.87) .19 .19 .08
人生に対する前向きな気持ち 2.87 (0.65) .45 *** .15 .10
自信　2.61 (0.66) .39 ** .05 .03
人生に対する失望感のなさ　2.21 (0.72) .16 .11 .16
成果の認知　2.35 (0.93) .25 .06 .08




4.23 (0.79) 3.70 (0.99) 3.92 (1.35)
2年生
仲間への姿勢 友人との行動 笑いの獲得
3.96 (0.79) 3.47 (0.81) 4.04 (1.26)
3年生
仲間への姿勢 友人との行動 笑いの獲得
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Relationship between subjective well-being and friendship 
among high school students by grade 
 




 Interpersonal relationships are one of the factors related to subjective well-being. 
Friendships are characteristic of interpersonal relationships in adolescents, including high school 
students, then it is pointed out that friendship changes in adolescence. This study proposed to 
clarify the difference in relationship between subjective well-being and friendships among students 
by high school grade level. We asked 203 students to answer the Subjective Well-Being Scale (Ito, 
Sagara, Ikeda, & Kawaura, 2003) and the Friendship Scale (Okada, 1999). As a result, four factors, 
including “positive feelings toward life,” “confidence,” “no disappointment feelings toward life,” and 
“recognition of achievement” were extracted in the Subjective Well-Being Scale; while in the 
Friendship Scale, three factors, including “attitude to fellows,” “behavior with friends,” and 
“acquisition of laughter” were extracted. After multiple group structural equation modeling 
analyses, it was discovered that in the first through third grades, “attitude to fellows” leads to 
“confidence,” but in the first and second grades, “behavior with friends” also leads to “confidence,” 
and in the third grade, “attitude to fellows” leads to “positive feelings toward life.” The results 
seemed to suggest that factors influencing the subjective well-being of students change from the 
external aspect of “behavior with friends” to the internal aspect of “attitude to fellows” as the grade 
level increases. We discussed the role of students’ perceptions in subjective well-being from the 
perspective of lifelong development. 
 
Keywords: High school students, Subjective well-being, Friendship 
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